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この資料は、2020 年 11 月 17 日に弊社ブログ Indexology®に掲載された文書の翻訳版です。英語版と日本語版

の間に内容の相違がある場合は英語をご参照下さい。 

英語版：https://www.indexologyblog.com/2020/11/17/esg-all-the-rage/  

 
 
 

環境・社会・ガバナンス（ESG）投資は、アジア太平洋地域だけではなく、世界中のすべての地域において「一大

ブーム」になっているように思われます。S&P ダウ・ジョーンズ・インデックスでは、ESG 要因を組み込んだ指

数を構築するために多くの時間と労力を費やし、ベストな方法を見いだすことに努めています。こうした取り組み

の 1 つは、ヘッドライン指数の ESGバージョンの算出を開始したことです。例えば、当社は S&P/ASX 200 指数の

ESG バージョンである S&P/ASX 200 ESG 指数の算出を開始しました。 

S&P/ASX 200 ESG 指数では、ベンチマークである S&P/ASX 200 指数の構成銘柄をユニバースとして使用し、次

に 3 段階のプロセス（企業のスクリーニング・分類・選択）を通じて S&P/ASX 200 ESG 指数を構築します。 

 スクリーニング・プロセスでは、タバコ、非人道的兵器、および燃料炭の生産または販売に携わっている企

業や、国連グローバル・コンパクト（UNGC）のスコアが下位 5%にランク付けされている企業を除外す

る。また、世界産業分類基準（GICS®）の各産業グループ内で、S&P DJI ESG スコアが下位 25%に入って

いる企業も除外する。 

 次に、世界産業分類基準（GICS）の各産業グループ内の S&P DJI ESG スコアに応じて、各銘柄を最高～

最低に分類する。 

 最後に、世界産業分類基準の各産業グループにおいて時価総額の 75%に達するまで、S&P DJI ESG スコア

の高い順から企業を選択する。すべての産業グループに対してこのプロセスを行う。 

 

S&P/ASX 200 ESG 指数の構成銘柄は現在 119 銘柄であり、スクリーニング・分類・選択の 3 つのプロセスを通じ

て 81 銘柄を除外しています。 
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S&P ダウ・ジョーンズ・インデックスは 2020 年 9月後半、ステート・ストリート・グローバル・アドバイザー

ズ、オーストラリア証券取引所（ASX）、および現地の金融アドバイザーとともにオンラインセミナーを開催しま

した。当社は、S&P/ASX 200 ESG 指数が投資家のポートフォリオの中核を担うように設計されていることについ

て説明しました。S&P/ASX 200 ESG 指数で採用されているメソドロジーは「厳格な」ものではありませんが、ベ

ンチマークとほぼ同様のリスク/リターン・プロファイルを達成する一方で、ESG の観点から最もパフォーマンス

の低い企業を除外する指数を投資家に提供することを目指しています。こうした方法により、市場参加者はリスク

を増やない、またはリターンを犠牲にしない一方で、価値観に沿った投資を行うことが可能となります。 

クオンタム・ファイナンシャルのディレクター兼オーナーであるティム・マッケイ氏は、実務者の観点から貴重な

洞察を提供しました。同氏は、自らが積み上げてきた経験に基づいて、ESG 投資ソリューションをお客様のポート

フォリオの中核に据えることを提案しており、そのことに至った経緯について説明しました。お客様は当初懐疑的

であり、「気分の良い」投資のためにリターンを諦めることに対して消極的でした。「環境」・「社会」・「ガバ

ナンス」の各要素の間で難しいトレードオフが存在していましたが（例えば、航空会社は大気汚染を引き起こす

が、多くの人を雇用している一方、クリーンな産業はそれほど多くの人を雇用していない）、運用報酬が低下した

ため、このことが持続可能な投資ソリューションを見直す要因となりました。 

彼は、新型コロナウイルスのパンデミックを受け、ESG 投資ソリューションの採用が加速しており、次々と新しい

投資商品が市場に投入されていることにも言及しました。また、オーストラリアで昨年夏に森林火災があったこと

も、ESG 投資の拡大につながったと述べています。アドバイザーは当初、これらの商品を「サテライト」投資（イ

ンデックス投資をポートフォリオの中核に据え、これに対してアクティブファンドや個別株式を加える投資手法）

として利用するかもしれませんが、お客様のポートフォリオの中核に位置づけることが可能なソリューションも誕

生しています。S&P/ASX 200 ESG 指数に連動する上場投資商品（ETP）は、ESG をポートフォリオの中核に据え

る方法として適していると考えられ、こうした ETP は、分散され、透明性の高い、柔軟性のある、コスト効率の高

い方法を提供します。 

「ESG Goes Mainstream in the Wake of 2020 Upheavals」の無料オンラインセミナーをオンデマンドで視聴する

ことが可能です。 

 
 
 

このブログの記事は意見であり、助言ではありません。免責条項をお読み下さい。  
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ックスによるその証券の買い、売り、または保有の推奨ではなく、また投資助言でもありません。S&P の米国のベンチマーク指数及びダウ・ジョーンズの米国の

ベンチマーク指数の終値は、S&P ダウ・ジョーンズ・インデックスが、指数構成銘柄の各主要取引所が設定する終値に基づいて計算します。終値は S&P ダウ・

ジョーンズ・インデックスがサードパーティ・ベンダーの 1 社から受け取り、別のベンダーから届く価格と比較することにより検証されます。各ベンダーは終値を主

要取引所から受け取ります。日中の実時間価格は、2 次検証を経ずに同様に計算されます。 
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S&P ダウ・ジョーンズ・インデックスは、各事業部の活動の独立性と客観性を維持するために、それぞれの活動を他から隔離しています。その結果、S&P ダウ・

ジョーンズ・インデックスの一部の事業部は、他の事業部では入手できない情報を保有する可能性があります。S&P ダウ・ジョーンズ・インデックスは、各分析プ

ロセスの中で受け取った非公開情報の機密を守る方針及び手順を確立しています。 

さらに、S&P ダウ・ジョーンズ・インデックスは、広範なサービスを、証券の発行体、投資顧問会社、証券会社、投資銀行、その他の金融機関及び金融仲介業者

など多くの組織に提供しています。したがって、これらの組織から報酬その他の経済的便益を受ける可能性があります。これらの組織には、証券やサービスを

推奨し、格付け評価し、モデルポートフォリオに組入れ、評価するか別の対応を行う組織が含まれます。 

 

最新のブログ 「Indexology」（英語）をご覧になりたい方は、こちらのサイト

www.indexologyblog.com よりご登録いただけますと、更新の都度メッセージが届きます。 
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